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実験データの統計処理 

 基本となる考え方 
 誤差について 

 母集団と標本 

 平均値と標準偏差 

 誤差伝播 

 最尤法 

 平均値につく誤差 

 いろいろな確率分布 

 最小二乗法、カイ二乗フィット 

 検定と推定 

 （時間があれば）モンテカルロシミュレーションの基礎 



セミナーの方針 

  林田が概念を説明→次週までの問題を各自(少なくともM1は必ず）解
く→問題の解答を発表→次の章の説明へ 

 最終試験問題は参加者に考えてもらう予定 

 説明資料はwebに順次掲載していく 

 参考書 （他にもあれば紹介してほしい） 
 “誤差解析入門”, John R. Taylor (東京化学同人） 
 “実験精度と誤差”, N.C.バーフォード (丸善） 
 “Data reduction and error analysis …”, Bevington & Robinson 

 “Numerical Recipe in C”, (技術評論社） 

 後半では演習の回を設ける。演習で使用する予定のソフト 
 oocalc, Excel 

 qdp, gnuplot 

 xspec 

 dis45, root 

 Xwindowが開けること 
 xmingなど 



誤差(Error)：真の値からのずれ 

 測定誤差 

 物差しが曲がっていた 

 測定する対象が室温が低いため縮んでいた 

 1gの単位までしかデジタル表示されない計りで1g以下 

 計りの目盛りを読み取る角度によって値が異なる 

 統計誤差 

 放射線源を検出器で測定したときの計数率 

 テレビの視聴率 

 偶然誤差(Random Error)と系統誤差(Systematic 

Error) 



測定値ｘの分布
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測定値の分布 

 n個の測定値 x1, x2, …, xnの分布 

 例えば 

 1本の棒の長さをn人の人が同じものさしを使って測定する 

 （同じ設計で製作した）n本の棒の長さ 

 1個の放射線源について１分間あたりの放射線の検出個数
をn回測定する 

 ある振り子の振動周期をn回測定する 

 分布の広がりが誤差を表す 

頻度分布＝ 

ヒストグラム 



母集団と標本 

 母集団 

 同じ条件で無限回の測定を繰り返したときの測定値
の分布(極限頻度分布） 
 実際には無限回の測定は不可能 

 極限頻度分布は存在すると仮定する 

 測定は母集団から標本を採取する操作 

 採集された標本から、母集団の分布パラメータ
を推定するのが統計的解析 
 真の値は不可知 


